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②生活の質の向上 ③地域コミュニティの形成 ④照明による街路の照度の確保 が考え
られる。本研究では、全 8 章にわたり、地域施設が自然監視機能として安全・安心に寄与
する点を第 3 章・第 4 章・第 5 章で、地域施設の立地が日常生活の安心に寄与する点を第































1) ひったくりは平日に発生が集中しており、19 時から 22 時までの帰宅時間帯に発生が
集中する傾向がみられる。子ども被害情報は、平日の週明けと週末に発生する傾向が

















3) 見通しがよい建物の線密度が 25m あたり 2 件以上の街路では犯罪不安の指摘がない。 
 












4) 高齢者の徒歩による往復の移動距離は、2km 以内が 9 割を超えるため、それぞれの自






























3) 買い物弱者と呼ばれる人々の徒歩による移動距離は 2～3km が限度であり、徒歩圏内
に地域施設の立地を検討する場合、往復を考慮すると自宅から最大 1.5km 圏内に立地
することが望ましい。 
4) 生活支援サービスを受けられる機能を持った地域施設の利用者がいることや、介護支
援や生活支援サービスを併用しなければ地域施設を利用できない人々が存在すること
から、地域施設による移動販売、宅配サービスや介護支援サービスなどの運営を展開
する必要性があると考えられる。 
 
以上、本研究において、地域施設が自然監視性機能の役割を果たし、日常生活の安心に
寄与することが明らかになったが、適正に配置する条件や街路に対する開口の度合いなど
の具体的な提案につなげることが今後の課題である。 
